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令
和
４
年
度
行
政
区
長
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
各
行
政
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
方
々

を
、
令
和
４
年
度
行
政
区
長
と
し
て

町
が
委
嘱
し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し

ま
す
。
行
政
区
長
は
、
行
政
と
の
パ

イ
プ
役
、
そ
し
て
行
政
区
の
ま
と
め

役
と
し
て
地
域
活
動
に
欠
か
せ
な
い

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た

役
場
職
員

　
令
和
４
年
度
、
役
場
職
員
の
体
制

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
Ｇ
Ｌ
（
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
以
上
）（

敬
称
略
）

○
総
務
課

　
課
長
　
大
関
千
章

　
Ｇ
Ｌ
　
斉
木
哲
也
　
園
田
和
則

　
　
　
　
鈴
木
里
史

○
ま
ち
づ
く
り
戦
略
課

　
課
長
　
鳩
貝
浩
之

　
Ｇ
Ｌ
　
山
田
　
浩
　
矢
島
征
幸

○
町
民
税
務
課

　
課
長
　
山
下
仁
司

 

（
会
計
管
理
者
兼
務
）

　
Ｇ
Ｌ
　
笈
沼
里
美
　
金
子
弘
光
　

　
　
　
　
櫻
井
　
晶

○
健
康
福
祉
課

　
課
長
　
荒
井
富
美
子

　
Ｇ
Ｌ
　
田
口
美
恵
子
　
大
澤
則
之

　
　
　
　
吉
岡
雅
子
　
　

○
生
活
安
全
課

　
課
長
　
古
郡
健
司

　
Ｇ
Ｌ
　
香
取
憲
治
　
大
関
智
己
　

○
産
業
課

　
課
長
　
笈
沼
光
行

  

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
兼
務
）

　
Ｇ
Ｌ
　
曽
根
正
明
　
和
泉
彰
夫

　

　
ま
た
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
広
報

紙
の
配
布
、
各
種
調
査
の
取
り
ま
と
め

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
秘
書
Ｇ

　
☎

（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

○
都
市
建
設
課

　
課
長
　
大
橋
　
勝

　
Ｇ
Ｌ
　
庭
川
　
明
　
堀
山
康
行
　

　
　
　
　
菊
地
　
薫

○
上
下
水
道
課

　
課
長
　
松
村
聖
市

　
Ｇ
Ｌ
　
鈴
木
智
聡
　
駒
　
一
弘
　

○
議
会
事
務
局

　
局
長
　
田
口
啓
一

○
教
育
委
員
会

　
次
長
　
猪
瀬
英
子

　
Ｇ
Ｌ
　
篠
﨑
雅
美
　
篠
﨑
憲
一

　
　
　
　
後
藤
慶
太

駐
在
所
警
察
官
の
異
動
が

あ
り
ま
し
た

　
茨
城
県
警
察
の
定
期
異
動
に
よ

り
、
元
栗
橋
駐
在
所
へ
藤
原
巡
査
が

着
任
し
ま
し
た
。

春
の
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
し
た

　
春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
（
４
月

6
日
～
15
日
）
に
道
の
駅
ご
か
に
お

い
て
、
交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
全

母
の
会
及
び
境
警
察
署
が
立
哨
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

元

栗

橋
樋
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元
栗
橋
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４
２
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妻
板
橋
　
英
治

川
妻
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３
２
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２

小

手
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手
指
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３
４
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手
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９
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新

幸

谷
山
本
　
幸
一

新
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６
０

小

福

田
中
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茂
生

小
福
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６
９
３

大

福

田
天
野
　
仁

大
福
田
２
３
５
１
‐
１

山

王

山
坂
田
　
重
光

山
王
山
８
３
０
‐
13

山

　

王
竹
政
　
秀
男

山
王
２
０
９

江

　

川
大
澤
　
満

江
川
２
８
１
‐
１

幸

　

主
中
村
　
恵
澄

幸
主
７
７
３

冬

　

木
菊
地
　
邦
好

冬
木
３
１
１
‐
１

両

新

田
関
口
　
博

釈
迦
２
４
６
４

土

与

部
栗
原
　
進

元
栗
橋
５
４
０
７
‐
14

原

宿

台
泊
　
広
明

原
宿
台
４
‐
29
‐
６

（
敬
称
略
）


